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受贈資料一覧（書籍・雑誌）（2010 年 6月～2011年10月）

タイトル 発行所
秋田県庁文書群目録　第１〜第 7 集 秋田県公文書館
Printing Museum News　38 号 印刷博物館
漢口租界志 袁継成

「大歌謡論」筑摩書房他 64 冊 恩田澄子
ウイピール　伝統衣装に表現された色と自然 京都外国語大学　国際文化資料館
九州産業大学　柿右衛門様式陶芸研究センター論集　第 6 号，第 7 号 九州産業大学　柿右衛門陶芸研究センター
画像資料と民俗研究　平成 17 年度〜 20 年度　科学研究費補助金　基盤
研究（Ｂ）「民俗画像資料の情報化と研究活用に関する研究」成果報告書

國學院大學 1106 研究室

國學院大學学術フロンティア事業　研究報告　人文科学と画像資料研究　
第１集 國學院大學学術フロンティア事業実行委員会

日本思想文化研究　第 3 巻第 2 号、第 4 巻第１号 有限会社　国際文化工房
人間文化　VOL.28,29　 公立大学法人滋賀県立大学人間文化学部
渋沢栄一と関東大震災　─復興へのまなざし─ 渋沢資料館
グローカリゼーションと共同性
共振する世界の対象化に向けて　─グローカル研究の理論と実践─
From Community to Commonality
日本民俗学会国際シンポジウム　オーラルヒストリーと＜語り＞のアーカ
イブに向けて

成城大学　民俗学研究所　グローカル研究センター

西北民族研究 65 〜 70 西北民族大学
「夜の知恵」　2006 年 4 月　芸術人類学研究所開所式配布資料
「石田英一郎の人生」　2006 年 6 月　開所記念シンポジウム配布資料
ダウン症絵画研究プロジェクト関連資料　「Down's Town」2007 年　日本
語版・英語版
ダウン症絵画研究プロジェクト関連資料　「アール・イマキュレ」2007 年
11 月シンポジウム配布資料
ダウン症絵画研究プロジェクト関連資料　「アール・イマキュレ　希望の原
理」　展覧会図録　2009 年 6 月　

「料理民俗学入門」　2009 年
「石子順造と丸石神」展覧会図録　2010 年 10 月
「自然の産婆術 /MAIEUTIKE　野生の創造展」展覧会図録　2011 年 1 月
研究所友の会会報誌「Art Anthropology」01 号〜 05 号
多摩美術大学研究紀要 23 号、24 号

多摩美術大学　芸術人類学研究所

民族語文 2009.5 〜 2011.4 中国社会科学院民族学与人類学研究所
中国歴史文物　第 86 期〜第 89 期
中国国家博物館　館刊　1 〜３　

中国歴史文物　編集部

文化遺産　2011.2 〜 2011.3 中山大学中国非物質文化遺産研究中心　編集部
Wind　Effects　Bulletin　14 号 ,15 号 東京工芸大学　グローバル COE プログラム　「風工学・教育研究のニュ

ーフロンティア」
Wind　Effect　News　27 号 東京工芸大学工学研究科　風工学研究センター
東京大学史料編纂所付属　画像史料解析センター通信　第 53 号 , 第 54 号 東京大学史料編纂所付属　画像史料解析センター
DALS ニューズレター　第 26 号　死生学 東京大学　人文社会系研究科　グローバル COE プログラム　死生学の展

開と組織化
グローバリゼーションと＜生きる世界＞　生業からみた人類学的現在
西南アジアの砂漠文化　生業のエートスから争乱の現在へ

東京大学東洋文化研究所

雙松通訊　Vol 14 〜 15
日本漢文学研究　第 6 号

二松学舎大学日本漢文教育研究プログラム

資料室ニュース　Vol.41 〜 44
人と防災未来センター資料室　2010 年度企画展　戦後神戸の歩みと阪神・
淡路大震災

阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター　資料室

Ofuda IMAGES GRAVÉES DES TEMPLES DU JAPON フランス国立高等研究院
Cultivate № 36
文環研レポート

文化環境研究所

北海道立北方民族博物館資料目録 1「黒田文庫目録」
北海道立北方民族博物館資料目録 2「A.V. スモリャーク氏寄贈資料目録：
ニブフ、オロチ、ウリチ、ナーナイ」
北海道立北方民族博物館資料目録 5 民族目録資料 3：平成 7・8・9・10・
11 年度収集資料
北海道立北方民族博物館資料目録 6「服部文庫目録」
北海道立北方民族博物館資料目録 7 民族目録資料 4：平成 12・13・14 年
度収集資料

北海道立北方民族博物館

「科学技術動向」No.110 〜№ 125 文部科学省　科学技術政策研究所　科学技術動向センター
かいじあむ通信 「交い」　23 号 山形県立博物館
沿岸漁業の歴史 山口徹
横浜・関東大震災の記憶
横浜市史資料室紀要　第 1 号

横浜市史資料室

モダン横濱案内 横浜都市発展記念館
学芸員　NEWS　LETTER　第 23 号 立命館大学　文学部
歴史都市防災論文集
京都歴史災害研究　第 12 号

立命館大学　歴史都市防災研究センター

主な研究活動

運営委員会

第３回	 6月29日	 �2011年度海外提携機関への研究員の派遣について、2011年度海外提携機関からの招聘研究員
について、センター研究協力者の資格等について

第４回	 7月27日	 2010年度奨励研究者の成果論文の査読分担について
第５回	 9月28日	 �2011年度海外提携機関への研究員の派遣（再公募）について、2010年度奨励研究者の成果論

文の査読結果について、『年報』執筆要領および査読基準の改定について、「ニューズレ
ター」No.27および「年報」8号の編集計画について

第６回	 10月26日	 �研究員の解嘱および研究協力者の登録について、2011年度海外提携機関への派遣（再公募結
果）について、漢陽大学校関係行事について、2012年度予算編成の基本方針について

第７回	 11月9日	 2012年度予算案について、次期センター長の選出について

研究員会議

第３回	 11月11日　�研究員の解嘱および研究協力者の登録について、漢陽大学校東アジア文化研究所との学術交流
協定の締結について、2012年度センター予算（案）について、次期センター長選出について

研究会

　研 究 班　

｢『マルチ言語版絵巻物による日本常民生活絵引』編纂共同研究」研究会	 10月12日、26日、11月9日
｢『日本近世生活絵引』南島編編纂共同研究」研究会	 7月4日、11日、8月17日、9月12日
｢ヨーロッパ近代生活絵引編纂共同研究」研究会	 10月25日
｢東アジアの租界とメディア空間」研究会	 6月3日、7月1日、22日、11月16日
｢海外神社跡地から見た景観の持続と変容」研究会	 6月14日、7月23日

現地調査

調査テーマ 日　程 場　所 調査メンバー

水辺の生活環境史 ８月１日～４日 北九州 田上繁、森武麿、藤川美代
子

海外神社跡地から見た景観の持続と変容 ９月18日～24日 台湾 津田良樹、橘川俊忠、辻子実
金子展也、稲宮康人

表 紙 紹 介
　現在、ブラジルではさまざまなところで日本建築や日本庭園を目
にすることができる。伝統的な庭園もあれば、かなりブラジル風
にアレンジされたものもある。明治から昭和初期にかけて多かった
日本からのブラジル移民だけでなく、現代に入ってからは移民の 2・
3 世が今度は日本に出稼ぎにやってくる現象も見られ、ブラジル国
内の日本建築や日本庭園には歴史的な日伯の強い繋がりを感じさ
せるものが多い。現在ブラジルでは国際交流基金や JICA の活動
を通してさまざまな文化交流が行われており、日本文化を紹介する
催しでは日本建築や日本庭園が会場となって利用されている。表
紙に掲げた 2 枚の写真は、そうした文化交流の様子を記録したも
のである。表紙下の写真は、サンパウロ中心部にあるイビラプエ
ラ公園内の日本庭園において開催されていた盆栽の展覧会場を写
したものである。そこにある日本建築は桂離宮を模したもので、使
われている瓦や木材はすべて日本から運ばれたものである。この写
真が撮られたときも展覧会場では来場者に向けた盆栽教室が日系
人を講師として行われていた。また表紙上の写真は、サンパウロの
日系人が多く集まるリベルタージ地区において毎週日曜日になると
行われている東洋市の様子である。この東洋市では日系人が竹細
工など民芸品の屋台を出したり、また焼きそばや今川焼きといった
日本食を食べさせるコーナーも作られ、多くの人で賑わっている。

編 集 後 記
　非文字資料研究センターの第 2 期研究プロジェクトがスタートし
て早くも10 ヶ月が過ぎようとしている。第 1 期研究プロジェクトの
総括のもと、引き継がれた共同研究テーマもあれば、また新規の
テーマで出発したものもある。今号において研究調査報告としてあ
げられた共同研究「水辺の生活環境史」は新規のテーマとして始 
まったものである。タイトなスケジュールの中おこなわれた北九州

（洞海湾）における共同調査の中間報告をしていただいた。それに
対して、もう1 本の研究調査報告となる「海外神社跡地から見た
景観の持続と変容」共同研究は第 1 期からの継続テーマである。
こちらは継続ということもあり、第 1 期からのさらなる展開として
台湾調査の報告をいただいた。また、併せて 7 月 23 日に開催さ
れた第 4 回研究会の様子が報告されている。「東アジアの租界と
メディア空間」共同研究と併せて、第 1 期からの活発な研究会活
動の様子がうかがわれる。第 1 期から第 2 期研究プロジェクトへ
の展開に伴い、本センターには多くの新たな研究員が加わったが、
慣例として新研究員の方々には本誌に自己紹介を兼ねて研究エッセ
イを執筆いただいている。前号では 3 名の方を紹介したが、今号
でも熊谷研究員、泉水研究員、吉川研究協力者のお三人にご自身
の研究について興味深いご紹介をいただいた。今後は本センター
の共同研究メンバーとして活躍が期待されるお二人である。




